
注 生育状況により掲載品種が出展できない場合がありますのでご了承ください。

（A）ヤマアジサイ

藍姫（あいひめ） 産地 高知県
小型だが枝数が多く育てやすい。若い枝は赤
みをおび花は濃い藍色。

愛染（あいぜん） 来歴不明
灰色を帯びた青紫の花が神秘的な魅力を放
つ。

綾（あや） 産地 石川県
透明感のある可愛い細い弁が八重に咲く。は
かなげな花姿が魅力。

小田虹（おだにじ） 産地 愛媛県
虹色と呼ばれるピンクと青の複色花。薄暗い光
の中で見るのが良い。

海峡（かいきょう） 産地 済州島
珍しい韓国産のヤマアジサイ（韓国では山水
菊という）。小型だが濃い青色がでる。

クレナイ 産地 長野県
咲き始めは白でやがてピンクになり最後は真紅
になる。どの時期も美しい。

佐橋の庄（さはしのしょう） 産地 新潟県
咲き始めの白色と澄んだ瑠璃色のコントラスト
は見事。

土佐涼風（とさのすずかぜ） 産地 高知県
風車のような花が涼しい風を運んでくる。

駿河黄金（するがこがね） 産地 静岡県
黄金葉に緑色の斑が入り、花期以外も楽しめ
る。

紅冠雪（こうかんせつ） 産地 島根県
花後、新梢の上部の緑が抜け、雪が積もった
ように白くなる。

黒姫（くろひめ） 来歴不明
早咲きのヤマアジサイ。深く澄んだ青紫の花に
新枝の黒がしぶい。

石鎚の光（いしづちのひかり） 産地愛媛県
八重の花色が中心に向かって淡くなる繊細な
色合いが魅力。



（B）園芸アジサイ

綾波（あやなみ）
丸めの八重のガク咲きだが、大きく八重に咲く
両性花が良い。

エンジアンダム
１９５０年ドイツで作出。花の進化園キク科のと
ころにある深い深い青色のテマリ。

西安（シーアン）
オランダで作出。大きなテマリだが、茎が丈夫
で倒れない。秋色になりやすい。

万華鏡（まんげきょう）®
細い花弁の中央と縁に白色が入り繊細でエレ
ガントなアジサイ。登録番号第5472417号

フェアリーアイ
バラと見間違うくらい優雅でゴージャス。テマリ
になるまで育てると見事。

ダンスパーティ
長い柄のガク咲き。舞踏会を上から見たような
花姿で人気がある。

舞孔雀（まいくじゃく）
八重のガク咲きだが、両性花も八重に開き、独
特の花姿になる。

マリンブルー
海を思わせるやや薄めのブルーが爽やかなテ
マリ咲き。

未来（みらい）
ピンクがかった白の花弁に濃い桃色の覆輪が
入った小さな花が可愛い。

パリ
鮮やかで濃い赤色の一重テマリ。豪華でよく目
立つ。名前はパリでもドイツ生まれ。

群鷺（むれさぎ）
白色の一重ガク咲き。花弁の縁のギザギザが
サギ草を思わせる。

フラウ マリコ
花弁に細い白覆輪が入るテマリ咲き。フラウシリーズ
は、「サクラ」、「カツコ」、「ヨシコ」など女性の名前が付
けられているが、この名前だけははずせない。

注 生育状況により掲載品種が出展できない場合がありますのでご了承ください。


